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新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会

「
な
ん
で
、
私
が
東
大
に
⁉
」と
い
う
の
は

よ
く
知
ら
れ
た
予
備
校
の
コ
ピ
ー
で
す
が
、

こ
の
コ
ピ
ー
を
拝
借
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
講
演

会
が
四
月
二
〇
日（
金
）に
新
し
い
教
室
棟

21K
O

M
CEE

地
下
一
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
駒
場
友
の
会
主
催

「
新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会
」で
す
。

今
回
の
担
当
は
ト
ム
・
ガ
リ
ー
准
教
授
。

先
生
の
専
門
は
英
語
教
育
で
、A

LESS

（A
ctive Learning of English for Sci-

ence Students

）な
ど
、
駒
場
発
の
新
し
い

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
力
を
注
い
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。

「
な
ん
で
、
私
が
東
大
に
⁉
」と
い
う
タ
イ

ト
ル
は
、
新

入
生
に
新
し

い
学
習
環
境

で
の
目
標
設

定
に
つ
い
て

考
え
て
も
ら

う
と
い
う
講

演
会
の
趣
旨

を
表
現
し
て

い
ま
す
。
こ

の
講
演
会
は
、

昨
今
注
目
さ

れ
て
い
る
討
議
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
東

大
に
は
教
養
課
程
が
何
故
あ
る
の
か
？
」「
学

問
分
野
の
研
究
者
が
授
業
を
教
え
る
の
は
何

故
か
？
」な
ど
、
四
つ
の
テ
ー
マ
を
参
加
者

が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
順
次
討
議
し
、
そ

れ
を
発
表
し
あ
う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
生
一
〇
〇
名
余
り
を
中
心
に
、
参
加

さ
れ
た
新
入
生
の
ご
父
母
や
教
員
・
在
校
生

も
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
討
論
に
参
加
し
、
当
た

り
前
の
よ
う
で
当
た
り
前
で
な
い
設
問
に
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
答
え
を
見
つ
け
よ
う
と

し
て
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

熱
心
な
意
見
交
換
で
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
新
入
生
か
ら
、「
大
学
で
は
講
義

を
聞
く
以
上
の
こ
と
を
常
に
求
め
ら
れ
る
の

で
不
安
だ
っ
た
が
、
こ
の
講
演
会
に
参
加
し

て
少
し
自
信
が
つ
い
た
」な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
入
生
父
母
と

　
　
　
学
部
長
と
の
懇
談
会

駒
場
友
の
会
に
は
、
毎
年
四
月
五
月
に
新

入
生
の
ご
父
母
が
多
数
入
会
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
七
〇
〇
名
ほ
ど
に
ご
入
会
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い
会
友

の
方
々
を
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
招
き
し
て
、

毎
年
、「
学
部
長
と
の
懇
談
会
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
開
催
は
五
月
一
九
日（
土
）。

学
部
長
の
講
演（
九
〇
〇
番
教
室
）、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
懇
親
会（
生
協
食
堂
）の
三

部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
で
は
、
約
十
名
に
分
か
れ
た
参
加
者
を

三
〇
名
ほ
ど
の
教
員
が
引
率
し
て
、
図
書
館
、

講
義
棟
、
課
外
活
動
施
設
、
食
堂
、
購
買
部
、

博
物
館
、
教
員
研
究
室
等
に
ご
案
内
し
ま
し

た
。
左
上
写
真
は
キ
ャ
ン
パ
ス
東
端
の
池
を

回
る
ツ
ア
ー
の
様
子
、
右
は
一
号
館
時
計
台

上
で
の
集
合
写
真
で
す
。

「
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
始
ま
り
、
先
生
方
の

お
心
尽
く
し
に
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。
九
〇

〇
番
教
室
で
の
司
会
の
先
生
の
毅
然
と
し
た

態
度
に
息
子
た
ち
も
厳
し
く
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
だ
と
感
心
し
、
東
京
大
学
に

入
学
で
き
て
よ
か
っ
た
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
長
谷
川
学
部
長
は
わ
か
り
や
す
く
話
し

て
下
さ
り
、
わ
が
子
も
是
非
タ
フ
な
東
大
生

に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
」、

「
大
樹
に
囲
ま
れ
た
広
い
敷
地
と
歴
史
の
あ

る
建
造
物
と
、
最
近
の
設
備
も
兼
ね
備
え
た

素
晴
ら
し
い
環
境
に
驚
き
ま
し
た
」な
ど
の

感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

当
日
の
写
真
な
ど
詳
し
い
様
子
は
以
下
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
ご
参
加
い

た
だ
い
た
方
、
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た

方
に
、
御
礼
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

http://w
w

w
.c.u-tokyo.ac.jp/ilovekom

aba

第
十
二
回
演
奏
会

駒
場
友
の
会
で
は
年
二
回
の
ペ
ー
ス
で
音

楽
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
上
半
期

は
、
三
月
一
〇
日（
土
）に21K

O
M

CEE

地

下
一
階
Ｍ
Ｍ
ホ
ー
ル
に
、ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の「
ア

オ
ン
ダ
」を
お
招
き
し
て
演
奏
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
共
催
は
教
養
学
部
地
域
文
化
研
究

学
科
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
分
科
、
後
援
は
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
・
ボ
リ
バ
ル
共
和
国
大
使
館
ほ
か
。

企
画
・
進
行
は
石
橋
純
准
教
授
。

「
ア
オ
ン
ダ
」は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
最
先
端
の

音
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
南
米
伝
統
音
楽
を

ジ
ャ
ズ
や
現
代
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
融
合
さ

せ
る
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。

ク
ア
ト
ロ（
四
弦
ギ
タ
ー
）と
ベ
ー
ス
、
マ
ラ

会
報
第
19
号

一号館は1933 年に建設された旧制第一高等学校の本館で、それ以来、
時計台は駒場キャンパスのシンボルとして親しまれています。
一号館の 3 階から細い螺旋階段を登っていくと時計の機械室があり、さ
らにその上の屋上（写真）に上がることが出来ます。普段は閉鎖されてい
ますが、特別な機会に入場が認められます。
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カ
ス
、
ハ
ー
プ
の
力
強
い
演
奏
と
歌
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
昨
年
が
独
立
二
〇
〇
周
年

で
、
日
本
で
も
様
々
な
記
念
行
事
が
開
催
さ

れ
、
こ
の
演
奏
会
も
そ
れ
に
ち
な
む
も
の
で

す
。
ま
た
、
日
本
で
た
だ
一
人
の
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
ハ
ー
プ
の
プ
ロ
演
奏
者
で
あ
る
吉
澤
陽
子

さ
ん
は
、
岩
手
県
宮
古
市
の
ご
出
身
で
、
被

災
地
復
興
支
援
の
ラ
イ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
日

本
全
国
で
続
け
て
い
ま
す
。

当
日
は
駒
場
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
音
楽
学
生
合

奏
団Estudiantina K

om
aba

が
前
座
演

奏
な
ら
び
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
手
作

り
感
い
っ
ぱ
い
の
感
動
的
な
演
奏
会
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
特
色
あ
る
演
奏
会
を
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

第
九
回
総
会
報
告

第
九
回
総
会
を
、
五
月
二
六
日（
土
）十
六

時
四
五
分
よ
り
、
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
北
館
二
階
多
目
的
教
室
で
開
催
し

ま
し
た
。

毛
利
秀
雄
会
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
長

谷
川
壽
一
教
養
学
部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

一
高
同
窓
会
、
東
京
高
校
同
窓
会
か
ら
来
賓

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
審
議
は
以
下
の（
一
）

〜（
五
）の
議
案
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
一
）二
〇
一
一
年
度
事
業
報
告

山
本
泰
事
務
局
長
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

主
催
行
事
は
以
下
の
通
り
。
新
入
生
歓
迎
特

別
講
演
会（
四
月
二
二
日
）／
新
入
生
父
母
と

学
部
長
と
の
懇
談
会（
五
月
二
一
日
）／
第
十

一
回
演
奏
会
：
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ（
五
月
二

八
日
）／
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場（
十
月
二

八
日
）／
駒
場
の
樹
木
を
め
ぐ
る
講
演
会
と

イ
ベ
ン
ト
、
時
計
台
公
開
：
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
イ
行
事（
十
月
二
九
日
）／
第
十
二
回
演

奏
会
：
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
音
楽
演
奏
会（
三
月
一

〇
日
）／
ロ
コ
モ
体
操
教
室
の
定
期
開
催
：

渡
會
公
治
先
生
の
指
導
に
よ
る（
毎
月
二
回
）

②
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

会
報
は
十
七
号
を
九
月
に
、
十
八
号
を
三
月

に
発
行

③「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」と
カ
レ
ン
ダ
ー
の

製
作
販
売

五
月
と
年
度
末
に「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」を

実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
、二
一
九
、〇
三
五
円
、

一
、二
四
〇
、〇
〇
〇
円（
計
四
、四
五
九
、〇

三
五
円
）の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
お
預

か
り
し
た
寄
付
は
、
主
と
し
て
震
災
関
連
の

支
出（
本
学
の
被
災
学
生
の
支
援
や
被
災
地

救
援
活
動
の
支
援
）に
充
て
た
。
東
京
大
学

へ
の
寄
付（
一
、二
〇
七
、二
四
五
円
）、
教
養

学
部
へ
の
寄
付（
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）な

ど
／
ユ
ー
タ
ス
く
ん
学
事
カ
レ
ン
ダ
ー
二
〇

一
二
年
度
版
の
製
作
を
行
い
、
好
評
を
得
た

（
壁
掛
け
版
と
卓
上
版
）

④
会
員
・
会
友
数（
三
月
末
日
）

終
身
会
員
九
八
名
、
通
常
会
員
五
〇
〇
名
、

会
友
二
、三
五
六
名
。
一
高
同
窓
会
一
八
六

名
、
東
高
同
窓
会
一
〇
四
名
。
計
三
、二
四

四
名（
前
年
度
末
よ
り
一
、〇
二
三
名
増
）

（
二
）二
〇
一
一
年
度
決
算

事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
決
算
の
報
告

が
行
わ
れ
、
関
谷
孝
監
事
よ
り
そ
の
内
容
が

適
切
で
あ
る
旨
、
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
三
）二
〇
一
二
年
度
事
業
計
画

事
務
局
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会（
四
月
二
〇
日
）／

新
入
生
父
母
と
学
部
長
と
の
懇
談
会（
五
月

一
九
日
）／
第
十
三
回
演
奏
会
：
卒
業
生
に

よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
会（
十
月
二
〇
日
）／
駒
場

の
樹
木
を
め
ぐ
る
講
演
会
と
イ
ベ
ン
ト
、
時

計
台
公
開
：
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
行
事

（
十
月
二
〇
日
）／
味
覚
の
ア
ト
リ
エ
＠
駒
場

（
十
月
末
）／
ロ
コ
モ
体
操
教
室
の
定
期
開
催

（
毎
月
二
回
）：
美
立
健
康
協
会
と
の
連
携
に

よ
る
／
一
高
同
窓
会
事
務
の
円
滑
な
引
継
ぎ

②
会
報
の
発
行

十
九
号
を
九
月
に
、
二
〇
号
を
三
月
に
発
行

（
四
）二
〇
一
二
年
度
予
算

事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

（
五
）役
員
と
監
事
の
改
選

会
長
：
小
林
寛
道　

副
会
長
：
竹
田
晃
、
遠

山
敦
子　

理
事
：
浅
野
攝
郎
、
江
川
雅
子
、

風
間
勝
昭
、
木
畑
洋
一
、
小
島
憲
道
、
瀧
田

佳
子
、
坪
井
俊
、
蓮
實
重
彦
、
長
谷
川
壽
一
、

松
本
健
、
監
事
：
関
谷
孝
、
山
影
進

以
上
の
議
案
は
す
べ
て
提
案
の
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。詳
細
は
、駒
場
友
の
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

収入の部
2011年度予算 2011年度実績 2012年度予算

1 会費収入 8,600,000 9,060,000 8,600,000

11 通常会員会費 2,000,000 1,940,000 2,000,000

12 会友会費 5,700,000 6,780,000 5,700,000

13 終身会費 900,000 340,000 900,000

2 寄付収入 4,617,346 3,150,000

21 学生のための寄付 4,459,035 3,000,000

22 その他 158,311 150,000

3 雑収入 6,000 5,565 5,565

31 預金利息 4,000 2,565 2,565

32 その他 2,000 3,000 3,000

12,706,000 13,682,911 11,755,565

8,447,770 8,447,770 8,693,427

21,153,770 22,130,681 20,448,992

支出の部
2011年度予算 2011年度実績 2012年度予算

1 印刷費 800,000 829,491 890,000

11 会報・案内等の印刷費 500,000 616,916 590,000

12 封筒・便箋等の印刷費 300,000 212,575 300,000

2 通信費 1,490,000 1,474,135 1,390,000

21 郵送費 1,400,000 1,349,830 1,300,000

22 電話使用料 90,000 124,305 90,000

3 事務経費 480,000 652,325 610,000

31 事務用品費 100,000 219,199 200,000

32 ゼロックス使用料 180,000 189,213 190,000

33 インターネット接続料 0 0 0

34 会費等振込料金負担分 200,000 243,913 220,000

4 人件費 2,100,000 1,829,388 2,180,000

41 事務局スタッフ 1,800,000 1,679,388 1,950,000

42 臨時 300,000 150,000 230,000

5 運営費 1,203,500 1,557,196 1,463,500

51 事務室借料 233,500 233,500 233,500

52 光熱水料 70,000 65,439 70,000

53 会員証作成費 700,000 813,572 750,000

54 入会勧誘活動費 - 207,575 210,000

55 庶務費 200,000 237,110 200,000

6 事業費 2,000,000 2,748,737 2,100,000

7 寄付 4,600,000 4,345,982 3,100,000

8 予備費 32,500 - 22,065

12,706,000 13,437,254 11,755,565

8,447,770 8,693,427 8,693,427

21,153,770 22,130,681 20,448,992　　　合　　　　　計

4,100,000

　　　小　　　　　計

　　　前年度繰越金

　　　合　　　　　計

　　　小　　　　　計

　　　次年度繰越金

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
多
彩
な
音
楽
活
動
の

振
興
を
目
的
と
す
る「
駒
場
音
楽
振
興
基
金
」

の
設
置
が
今
回
の
理
事
会
・
総
会
で
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

幅
広
い
皆
様
か
ら
の
寄
付
を
原
資
と
し
て
、

駒
場
発
の
音
楽
活
動
の
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
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北
海
道
演
習
林
を
訪
ね
て

市
村 

温
司

東
京
大
学
農
学
部
附
属
北
海
道
演
習
林
長

の
芝
野
博
文
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の

は
、
一
昨
年
十
一
月
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
行
事「
駒
場
の
樹
木
を
楽
し
む
会
」の
時
で

し
た
。
こ
の
と
き
と
昨
年
の
二
度
、
先
生
の

講
演
を
聞
き
、
私
は
富
良
野
の
森
に
す
っ
か

り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
芝
野
先
生

に
そ
の
旨
を
お
話
し
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
の

六
月
に
演
習
林
に
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
と
伺
い
、
そ
れ
に

応
募
し
、
よ
う
や
く
念
願
か
な
っ
て
、
こ
の

度
、
富
良
野
の
森
を
訪
ね
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
北
海
道
演
習
林
の
学
内

公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
東
京
大
学
の
教
職
員

と
家
族
が
対
象
で
す
が
、
駒
場
友
の
会
の
会

員
会
友
も
参
加
に
含
め
て
い
た
だ
い
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
講
習
会
は
、
六
月
七
〜
八
日

の
一
泊
二
日
、
広
大
な
面
積
を
有
す
る
奥
地

林
の
見
学
、
カ
ラ
マ
ツ
の
植
樹
体
験
、
富
良

野
の
自
然
に
ち
な
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

盛
り
沢
山

な
内
容
で

し
た
。

感
動
の

至
り
と
し

か
言
い
よ

う
の
な
い

経
験
を
さ

せ
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。
こ
の

二
日
間
の

体
験
は
小
生
に
と
っ
て
十
年
の
体
験
に
匹
敵

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

奥
地
林
で
は
、
倒
木
し
て
横
倒
し
に
な
っ

た
樹
幹
が
苔
む
し
て
そ
の
上
に
樹
上
か
ら
落

ち
た
種
子
か
ら
芽
が
出
て
十
二
セ
ン
チ
ほ
ど

の
三
本
の
苗
木
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
出

あ
わ
せ
ま
し
た
。
樹
木
が
倒
れ
た
の
は
何
千

年
か
前
の
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
古
い
樹
幹
の
上
に
落
ち
た
種

は
何
億
個
、
何
十
億
個
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
な
ん
と
い
う
悠
久
。
原
始
の
森
が
何
千

年
も
何
万
年
も
か
か
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
も
う
こ
れ
だ
け
で
十
分
に
感

動
的
で
し
た
。

演
習
林
で
は
、「
林
分
施
業
法
」と
い
う
独

自
の
方
法
で
天
然
林
を
管
理
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
一
斉
に
伐
採
し
植
林
す
る
と
い
う
生

態
系
破
壊
的
な
林
業
で
は
な
く
、
樹
木
の
密

度
や
種
類
・
大
き
さ
、
天
然
更
新
の
良
否
な

ど
で
い
く
つ
か
の
森
林
タ
イ
プ（
林
分
）に
区

分
し
、
伐
採
や
造
林
は
林
分
の
状
態
に
応
じ

て
行
い
ま
す
。
再
生
可
能
な
自
然
資
源
の
利

用
と
生
態
的
機
能
の
保
全
と
を
調
和
さ
せ
る

森
林
管
理
の
方
法
と
し
て
、
国
内
の
み
な
ら

ず
海
外
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

針
葉
樹
で
は
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア

カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
広
葉
樹
で
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
、

シ
ナ
ノ
キ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ウ
ダ
イ
カ
ン

バ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ニ
レ
類
、
ハ
リ
ギ
リ
な
ど

が
標
高190m

か
ら1,459m

 

ま
で
の
広
い

範
囲
に
分
布
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
植
生
の

多
様
性
に
も
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
広

大
な
、
山
手
線
の
三
・
五
倍
ほ
ど
あ
る
空
間

が
、
ま
こ
と
に
美
し
く
整
備
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
驚
き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
す
が
に
東
京
大
学
と
つ
い
つ
い
言
っ
て

し
ま
い
そ
う
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

北
海
道
演
習
林
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
来
年
以
降
も
同
じ

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
駒
場
友
の
会
の
皆
様
も
ぜ
ひ

一
度
お
出
か
け
に
な
り
ま
す
よ
う
に
お
勧
め

い
た
し
ま
す
。

（
駒
場
友
の
会
会
友
、
東
京
都
板
橋
区
在
住
）

国
際
交
流
研
修
ツ
ア
ー

君 

康
道

七
月
十
三
日（
金
）〜
十
七
日（
火
）、
学
生

間
の
国
際
交
流
促
進
の
試
み
と
し
て「
伊
勢
・

熊
野
・
高
野
山
見
学
実
習
」が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
学
生
で
は
な
か
な
か
訪
れ
る

機
会
の
少
な
い
紀
伊
半
島
の
著
名
な
三
つ
の

聖
域
を
四
泊
五
日
で
貸
切
バ
ス
で
巡
り
、
日

本
の
信
仰
や
文
化
に
つ
い
て
共
に
考
え
よ
う

と
い
う
試
み
で
、
教
養
学
部
の
ア
イ
コ
ム

（A
IK

O
M

 : A
broad in K

om
aba

）プ
ロ
グ

ラ
ム
の
運
営
委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。
全

学
の
学
生

に
広
く
参

加
を
募
り
、

多
数
の
留

学
生
、
学

部
一
年
生

か
ら
大
学

院
博
士
課

程
の
学
生

ま
で
三
九

名
が
参
加

し
ま
し
た
。

七
月
十
三
日
午
後
十
一
時
、
バ
ス
は
駒
場

キ
ャ
ン
パ
ス
を
出
発
。
一
路
西
へ
と
ひ
た
走

り
、
ま
ず
は
第
一
の
目
的
地
で
あ
る
熊
野
へ
。

熊
野
の「
ク
マ
」は「
奥
ま
っ
た
処
」と
い
う
意

味
が
あ
る
と
さ
れ
、
高
速
交
通
網
の
発
達
し

た
現
代
に
お
い
て
さ
え
そ
の
地
へ
辿
り
着
く

に
は
相
当
な
時
間
を
要
し
ま
す
。

狭
い
バ
ス
の
中
で
一
夜
を
過
ご
し
た
一
行

は
翌
朝
ま
ず
は「
熊
野
三
山
」の
一
、
熊
野
速

玉
大
社
を
参
詣
。
次
に
向
か
っ
た
熊
野
那
智

大
社
で
は
今
回
の
ツ
ア
ー
の
目
玉
の
一
つ
で

あ
る
熊
野
那
智
大
社
例
大
祭
、
通
称「
那
智

の
火
祭
り
」を
見
学
。
豪
壮
な
那
智
の
滝
と

参
道
を
行
き
交
う
大
松
明
に
学
生
た
ち
も
圧

倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
夜
は
洞

窟
の
中
の
温
泉
で
有
名
な
那
智
勝
浦
の
ホ
テ

ル
に
宿
を
と
り
、
温
泉
と
土
地
の
名
物
を
満

喫
し
な
が
ら
前
夜
の
寝
不
足
も
ど
こ
へ
や
ら
、

学
生
た
ち
は
夜
遅
く
ま
で
親
交
を
深
め
て
い

た
よ
う
で
す
。

翌
十
五
日
、
バ
ス
は
熊
野
川
沿
い
を
北
上

し
て「
熊
野
三
山
」の
中
心
地
熊
野
本
宮
大
社

を
参
詣
し
た
の
ち
、
更
に
紀
伊
山
地
を
北
上

し
て
第
二
の
目
的
地
で
あ
る
高
野
山
へ
。
弘

法
大
師
空
海
に
よ
り
開
創
さ
れ
た
高
野
山
は

ま
さ
に「
山
岳
宗
教
都
市
」。
熊
野
か
ら
更
に

山
ま
た
山
の
中
を
進
ん
で
辿
り
着
い
た
所
で

す
。
高
野
山
で
の
宿
は
い
わ
ゆ
る「
宿
坊
」。

厳
格
と
ま
で
は
い
か
ず
と
も
十
分
厳
か
な
雰

囲
気
、
供
さ
れ
た
精
進
料
理
、
そ
し
て
朝
の

お
勤
め
な
ど
、
こ
こ
で
の
一
夜
は
全
て
の
学

生
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

十
六
日
は
高
野
山
見
学
の
後
、
バ
ス
は
進

路
を
東
へ
、
最
後
の
目
的
地
で
あ
る
伊
勢
に
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向
か
い
ま
し
た
。
伊
勢
か
ら
程
近
い
鳥
羽
に

宿
を
と
り
、
山
海
の
幸
で
英
気
を
養
っ
て
翌

十
七
日
、二
見
浦
、そ
し
て
伊
勢
神
宮（
外
宮
・

内
宮
）を
参
詣
し
ま
し
た（
写
真
は
内
宮
に

て
）。伊

勢
神
宮
は
来
年
、二
十
年
に
一
度
の「
式

年
遷
宮
」が
行
わ
れ
る
年
に
あ
た
り
、
神
域

内
で
は
そ
の
た
め
の
準
備
が
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
広
大
な
神
域
と
華
美
を
排
し

た
社
殿
の
つ
く
り
、
そ
し
て
遷
宮
と
い
う
伝

統
行
事
。
熊
野
と
も
高
野
山
と
も
全
く
異
な

る
趣
に
学
生
た
ち
の
興
味
も
尽
き
る
こ
と
は

な
く
、
夕
方
、
名
残
り
を
惜
し
み
つ
つ
バ
ス

は
伊
勢
を
後
に
し
て
東
京
へ
。
そ
し
て
午
後

十
時
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
帰
着
し
ま
し
た
。

四
泊
五
日
と
い
う
長
丁
場
、
紀
伊
半
島
を

ほ
ぼ
一
周
す
る
強
行
日
程
、
更
に
は
全
行
程

バ
ス
で
の
移
動
と
、
今
回
の
見
学
実
習
は
十

分
体
力
の
あ
る
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
相
当

ハ
ー
ド
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
上

に
学
生
た
ち
が
受
け
た
刺
激
は
大
き
か
っ
た

よ
う
で
す
。

引
率
し
た
教
員
三
名
も
参
加
し
て
、
帰
京

翌
日
に
開
催
さ
れ
た
総
括
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
大
変
興
味
深
い
意
見
・
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。「
学
生
間
の
国
際
交
流
」と
い
う
趣

旨
で
皆
が
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
様
子
が
窺

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
こ
の
見
学
実
習
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
駒
場
友
の
会
よ
り
多
大
な
る
ご

支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
実
習
の
ご
報
告
と
併

せ
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
教
養
学
部
講
師
、
ア
イ
コ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

会
長
に
就
任
し
て小

林 

寛
道

駒
場
友
の
会
が
発
足
し
て
、
早
い
も
の
で

八
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
発
足
当
時
、
駒
場

友
の
会
を
ど
の
よ
う
な
組
織
に
す
る
か
に
つ

い
て
、
種
々
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
わ

ゆ
る
同
窓
会
で
は
な
く
、
駒
場
に
か
か
わ
る

様
々
な
人
た
ち
が
交
流
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な

会
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

駒
場
友
の
会
は
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
、
東

京
高
校
の
卒
業
生
、
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

ん
だ
人
、
教
職
員
で
あ
っ
た
人
を
は
じ
め
、

現
役
学
生
、
現
役
教
職
員
、
学
生
の
父
母
、

近
隣
の
方
々
を
含
め
て
、「
駒
場
キ
ャ
ン
パ

ス
」に
所
縁
が
あ
る
方
々
を
す
べ
て
含
む
会

と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

駒
場
友
の
会
の
会
長
は
、
最
初
の
四
年
間

は
本
間
長
世
先
生
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
本

間
先
生
は
教
養
学
部
の
顔
と
言
え
る
存
在
で

あ
り
、
一
九
八
九
年
の
総
長
選
挙
で
は
、
三

回
目
の
最
終
投
票
で
有
馬
朗
人
先
生
と
本
間

先
生
が
同
票
と
な
り
、
く
じ
引
き
で
有
馬
先

生
が
総
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
本
郷

の
投
票
所
で
投
票
を
行
い
ま
し
た
が
、
本
間

先
生
の
人
望
は
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。

有
馬
総
長
の
時
代
に
は
、
ま
だ
駒
場
と
本

郷
と
の
格
差
が
大
き
く
、
教
育
研
究
環
境
も

改
善
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課

題
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
困
難

な
課
題
の
一
つ

が
駒
場
寮
の
存

在
で
し
た
。
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
敷
地
の
約
三

分
の
一
を
占
め
る
駒
場
寮
を
廃
止
し
、
新
し

い
国
際
学
生
宿
舎
を
三
鷹
に
建
設
す
る
と
い

う
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

駒
場
友
の
会
の
二
代
目
会
長
は
、
毛
利
秀

雄
先
生
で
す
。
毛
利
先
生
は
、
一
九
八
七
年

か
ら
二
年
間
教
養
学
部
長
を
務
め
ら
れ
、
い

ろ
い
ろ
な
先
生
方
の
意
見
の
取
り
ま
と
め
に

苦
労
し
て
お
ら
れ
た
様
子
を
拝
見
し
て
お
り

ま
し
た
。
教
授
会
の
雰
囲
気
は
荒
々
し
く
、

議
論
百
出
で
、
な
か
な
か
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。

文
部
省（
当
時
）の
教
養
課
程
見
直
し
の
方
針

に
抗
し
て
、
東
大
は
教
養
教
育
の
重
要
性
を

強
く
主
張
し
、
そ
れ
を
守
り
充
実
さ
せ
よ
う

と
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

か
つ
て
の
駒
場
寮
の
跡
地
に
は
、
今
は
駒

場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
と
い
う
学

生
の
課
外
活
動
施
設（
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
）と
厚
生
施
設
が
整
え
ら
れ
、
一
年
を
通

し
て
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
多
く
の
学
生
で
賑
わ

い
、
駒
場
は
新
し
い
教
養
教
育
の
キ
ャ
ン
パ

ス
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
間
先
生
、
毛
利
先
生
と
続
く
駒
場
友
の

会
の
会
長
を
こ
の
度
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

に
は
大
変
に
躊
躇
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

大
学
へ
の
私
の
貢
献
と
い
え
ば
、
三
鷹
国
際

学
生
宿
舎
特
別
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、
原

田
学
部
長
に
始
ま
る
歴
代
六
学
部
長
か
ら
、

駒
場
寮
廃
寮
に
か
か
わ
る
特
別
任
務
を
背
負

わ
さ
れ
、
十
年
間
取
り
組
ん
で
、
そ
の
任
務

を
完
了
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。
専
門
は
体
育（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
）で
、

駒
場
の
体
育
・
運
動
施
設
の
充
実
に
力
を
尽

く
し
て
き
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
な
ぜ
小
林
が
今
度
の
会
長
な
の
か
」と
い

う
疑
問
を
持
た
れ
る
向
き
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
に
は
、「
駒
場
友
の
会
は
、

駒
場
を
愛
す
る
人
た
ち
の
会
」な
の
だ
か
ら
、

「
駒
場
を
愛
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
人

な
ら
だ
れ
が
会
長
に
な
っ
て
も
よ
い
」と
い

う
流
れ
を
作
る
第
一
号
と
考
え
て
い
た
だ
く

と
、
な
ん
と
な
く
納
得
し
て
も
ら
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
）
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